
事例 小学校算数科 西濃地区（Ｋ小学校）

１ 単元について

対 象 学 年 小学校 第３学年

学習指導要領 第３学年の内容 （４）A

単 元 名 「あまりのあるわり算 （全７時間）」

単 元 目 標 ○余りのある除法計算を用いる場合でも，余りのない除法計算と同様に問

。 （ ）題解決に活用しようとする 算数への関心・意欲・態度

○余りのない除法を基に，余りのある場合の除法でも，乗法九九を用いて

答えの求め方を考えることができる。また，問題場面によって余りの処

。 （ ）理の仕方を工夫することができる 数学的な考え方

○余りのある除法計算ができ，答えの確かめをすることができる。また，

余りのある除法を数学的な問題の解決や日常生活に適切に用いることが

。 （ ）できる 数量や図形についての表現・処理

○「余り」の意味，余りと除数の大小関係，及び余りのある除法計算の仕

。 （ ）方を理解する 数量や図形についての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画作成上の工夫

・包含除，等分除の違いをはっきりさせるために，既習内容に帰着してど

ちらの分け方なのか考えさせる。

・既習内容を基に考えさせるために，前時の学習内容との違いをはっきり

させる。

・おはじきでの操作を学習のあとが残るように，簡単な図に置き換えて書

けるようにする。

・形式的な数の操作にならないように，具体物（おはじき）や図を用いた

考え方と乗法九九を用いた考え方をつなげて理解させる。

○単位時間の工夫

・つかむ段階で 「全員が乗るには・・」という問題場面の意味を確実に，

理解させるために問題提示や発問の工夫をする。

・つかむ段階で，図や式で考えるとよいという見通しがどの子にももてる

ように，掲示物の工夫をする。

・追究する段階で，ペア交流を位置付け 「全員が乗るには・・」という，

ことに着目しているかどうか確かめ合う。

・追究する段階で，図と式をつなげて考えさせる指導・援助をする。

参 考 資 料 資料１：単元末の評価問題

資料２：評価問題構成表



２ 単元の評価規準

ア 算数への関心・ イ 数学的な考え方 ウ 数量や図形につ エ 数量や図形につ

意欲・態度 いての表現・処理 いての知識・理解

内 整数の意味や表し 整数の意味，表し方 十進位取り記数法に 整数の表し方につい

容 方，整数の四則計算 や整数の四則計算に より整数を表すこと ての理解を深め，整

のご にかかわる知識や技 かかわる算数的活動 ができるとともに， 数についての感覚を

まと 能の有用さ，及びそ を通して，数学的な 整数の四則計算が確 豊かにするととも

との れらの性質や関係を 考え方の基礎を身に 実にでき，それらを に，整数の四則計算

ま評 調べたり筋道を立て 付け，事象について 適切に用いることが の意味を理解してい

り価 て考えたりすること 見通しをもち筋道を できる。 る。

規 の楽しさやよさに気 立てて考える。

準 付き，進んで生活に

生かそうとする。

単 ○余りのある除法の ○余りのない除法を ○余りのある除法計 ○「余り」の意味，

元 計算を用いる場合 基に，余りのある 算ができ，答えの 余りと除数の大小

の でも，余りのない 場合の除法でも， 確かめをすること 関係，および余り

評 除法計算と同様に 乗法九九を用いて ができる。 のある除法計算の

価 問題解決に活用し 答えの求め方を考 ○余りのある除法を 仕方を理解してい

規 ようとする。 えることができる 数学的な問題解決 る。。

準 ○問題場面によって や日常生活に適切

余りの処理の仕方 に用いることがで

を工夫することが きる。

できる。

学 ①余りのある除法場 ①既習の除法や具体 ①余りのある除法計 ①余りのある除法計

習 面でも，余りがな 的な操作を結びつ 算が確実にでき， 算と乗法を関連さ

活 い場合と同じよう けて，乗法九九を ａ÷ｂ＝ｃ余りｄ せることを通して

動 に除法の場面であ 用いた答えの求め の計算をｂ×ｃ＋ 余りの意味を理解

に ることに気付き， 方を考えることが ｄ＝ａの式にあて し，余りは除数よ

お 進んで余りのない できる。 はめて答えの確か りも小さくならな

け 除法計算を活用し ②余りのあるわり算 めができる。 ければならないこ

。る ようとしている。 になる問題場面で ②余りのある除法を とを理解している

具 は，必ずしも計算 数学的な問題解決

体 結果が答えにはな や日常生活に適切

の らないことに気付 に用いることがで

評 き、余りの処理の きる。

価 仕方を工夫するこ

規 とができる。

準



３ 指導と評価の計画（全７時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○乗法九九を ○問題を提示する。

２ １回適用す ○１人に３こずつ分けるというこ

る除法（包 とに気付き，式を考えることが

含除）で， できる。

図やおはじ ○きちんと答えが出せない計算で

きを使って あることに気付く。

計算方法を 〈ア－①〉 ○発言 ○復習問題で，割

考えること おはじきや図を使って，しょう ○余りのある ・復習問題と りきれる問題を

で，余りの こをはっきりさせて，２０÷３ 除法場面で の違いから 出し，数を置き

意味が分か の答えを見つけよう。 も，余りが きちんと答 換えて余りが出

り，余りは ない場合と えが出せな そうなことに気

常にわる数 同じように い計算であ 付かせる。

より小さく 除法の場面 ることを説

なることを であること 明できる。

理解する。 に気付き，

進んで余り

のない除法

計算を活用

しようとし

ている。

○おはじきや 図 九九を使って 〈イ－①〉 ○ノート・発 ○九九の意味は，， ， ，

自分の考えを書く。 ○既習の割り 言 図でいうとどう

算や具体的 ・おはじきや いうことかと問

な操作を結 図と式を結 うことで，図と

び付けて， びつけて答 結び付けて説明

乗法九九を えをノート させる。

用いた答え に書いたり

の求め方を 発言したり

考えること することが

ができる。 できる。

○余りがある場合があることを知 〈エ－①〉 ○ノート・発 ○おはじきを使っ

り，答えの書き方を知る。 ○余りのある 言 て，具体的に考

○いくつかの類題を通して，余り 除法計算と ・類題で，余 えさせることで

は，いつも割る数より小さくな 乗法を関連 りが割る数 余りが割る数よ

ることを知る。 させること より小さく り小さくなるこ

を通して余 なるように に気付かせる。

りの意味を 計算したり

理解し，余 発言したり

りは除数よ することが

りも小さく できる。

ならなけれ

ばならない

ことを理解

している。

３ ○等分除の場 ○問題を提示する。

面において ○６人に同じ数ずつに分けるとい 〈イ－①〉 ○ノート・発 ○九九の意味は，

も図やおは うことに気付き，式を考えるこ ○既習の割り 言 図でいうとどう

じきを使っ とができる。 算や具体的 ・おはじきや いうことかと問

て計算方法 な操作を結 図と式を結 うことで，図と

を考えるこ ６人に同じ数ずつ分けるときの び付けて， び付けて答 結び付けて説明

とで，余り 計算の仕方を考えよう。 乗法九九を えをノート させる。



の意味が分 用いた答え に書いたり

かり，答え ○おはじきや図，九九を使って， の求め方を 発言したり

を求めるこ 自分の考えを書く。 考えること することが

とができる ができる。 できる。。

○練習問題を行う。 〈ウ－①〉 ○ノート ○個別指導で，立

○余りのある 等分除，包 式，求答ができ

， ，除法計算が 含除ともに ているか また

確実にでき 余りのある 答えのわけを確

ａ÷ｂ＝ｃ 割り算を立 認する。

余りｄ の 式し，答え

計算をｂ× を出すこと

ｃ＋ｄ＝ａ ができる。

の式にあて

はめて答え

の確かめが

できる。

４ ○余りのある ○問題を提示する。

除法の確か ○一人に７個ずつ分けるというこ

め方を図と とに気付き式を考え，答えを考

式を使って える。

理解し，そ

れを用いる ４５÷７＝６余り３の答えの確

ことができ かめ方を考えよう。

る。

○図と７×６＋３という式を対応 〈ウ－①〉 ○ノート・発 ○図から，かけ算

しながら自分の考えを書く。 ○余りのある 言 やたし算を使っ

除法計算が ・図と式を対 て確かめの式が

確実にでき 応させて， できないかと促

ａ÷ｂ＝ｃ 確かめの説 す。

余りｄ の 明がノート

計算をｂ× に書けたり

ｃ＋ｄ＝ａ 発言したり

の式にあて できる。

はめて答え

の確かめが

できる。

○確かめの式にするために，穴埋

め問題を行う。

○確かめの式を意識しながら間違

いを直す。

５ ○余りのある ○問題を提示する。

除法を適用 ○「全員乗るには・・」というこ 〈イ－②〉 ○ノート・発 ○商を答えにして

本 する場面で とに気付き，立式する。 ○問題場面に 言 いる子には図に，

時 図と式を使 よっては， ・図を使って 目を向けさせ，

って余りの 余りをどうするとよいか考え 必ずしも計 商が答えに もう１回必要な

ある場合は て，ジェットコースターを動 算結果が答 ならないこ ことに気付かせ，

商に１をた かす回数を求めよう。 えにはなら との説明が る。

して答えを ないことに 書けたり， 図と式をつな○
出せばよい ○おはじきや図を使い，自分の考 気付き，余 発言したり げて説明できる

ことに気付 えを書く。 りの処理の できる。 ように促す。

き，問題を 仕方を工夫

解決するこ することが

とができる できる。。

○余りの処理が必要な練習問題を 〈ウ－②〉 ○ノート・発 ○つまずいている



行う。 ○余りのある 言 児童には，余り

割り算を数 ・余りの処理 を正しく処理で

学的な問題 が必要なこ きるようにおは

解決や日常 とに気付き じきや図を使っ，

生活に適切 答えを書い て考えさせる。

に用いるこ たり，発言

とができる したりでき。

る。

６ ○余りのある ○乗法九九１回適用の余りのある 〈エ－①〉 ○解決の様子 ○答えの意味を考

除法の計算 除法の計算の確かめをする。 ○余りのある の観察・ノ えさせることで

のしかた， ○余りと除数の大小関係の確かめ 除法計算と ート 答えの処理の仕

余りのある をする。 乗法を関連 ・既習の考え 方を確認する。

包含除・等 させること 方を使い， ○掲示物を使い，

分除の を通して余 問題を正し 余りは除数より場合
適用，余 りの意味を く解決して 小さくなることの
りと除数の 理解し，余 いくことが を確認する。

大小関係， りは除数よ できる。

余りのある りも小さく

除法の余り ならなけれ

の処理の考 ばならない

え方を確か ことを理解

める。 する。

○余りのある包含除，等分除の適 〈ウ－②〉

用題で確かめをする。 ○余りのある

割り算を数

学的な問題

解決や日常

生活に適切

に用いるこ

。とができる

○余りのある除法の余りの処理の 〈イ－②〉

適用題で考え方の確かめをする ○余りのある。

わり算にな

る問題場面

では，必ず

しも計算結

果が答えに

はならない

ことに気付

き、余りの

処理の仕方

を工夫する

ことができ

る。

７ ○評価問題に ○乗法九九１回適用の余りのある ○関心・意欲 ○テスト ○学習診断表を用

取り組み， 除法の計算の確かめをする。 ・態度以外 ・既習の考え いてつまずきの

単元を通し ○余りのある包含除，等分除の適 の評価規準 方を使い， 指導を行う。

て学習した 用題で確かめをする。 について確 問題を正し

内容を確か ○余りのある除法の余りの処理の かめる。 く解決して

めることが 適用題で確かめをする。 いくことが

できる。 ○あまりと除数の大小関係の確か できる。

めをする。



４ 単位時間の授業展開例
（１）本時のねらい
・余りのある除法を適用する場面で，図と式を使って余りのもつ意味を理解し，商に１をたして答
えを出せばよいことに気付いて，問題を解決することができる。

（２）本時の位置
５／７時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

つ １回に４人乗れるミニジェッ ○絵資料を提示し、問
か トコースターがあります。３ 題場面を具体的にイ
む ５人全員乗るには，ジェット メージできるように
コースターを何回動かせばい する。
いでしょう？

○前時までの問題との違いを見つ ○前時までの問題との違い ○掲示物を使い，前時
ける。 に気付く 〔発言〕 までの問題と比べさ。
・今までは，余りは何個でしょう せ，違いを見つけさ
とかだったけど，今日は余りを せ、余りを求める問
聞いてないよ。 題ではないことを明
・ジェットコースターを何回動か らかにする。
せばいいかを聞いているね。
○立式をして，見通しをもつ。 ○除法の場面の問題である ○何を使って考えるか
・３５人を４人ずつに分けるから ことが分かり，立式でき を問い，式だけでな
わり算を使えばできそうだ。 る 〔発言〕 く，図やおはじきで。
・余りが出そうだけど，どうした 説明するよう促す。
らいいのかな。

余りをどうするとよいか考え
て，ジェットコースターを動か
す回数を求めよう。

追 ○おはじきや図を使い 説明する 〈イ－②〉 ○答えが８回になって， 。
究 ・３５÷４＝８あまり３になって ◎問題場面によっては，必 いる子には，図をも
す 答えは８回動かして３人あまる ずしも計算結果が答えに とに余りの３の意味
る となる。でも，全員乗らなきゃ はならないことに気付き を明らかにし 「で，
いけないからもう一回動かして 余りの処理の仕方を工夫 は，全員乗るには，
８＋１＝９。だから，９回にな することができる。 あと何回動かせばい
る。 〔ノート・発言〕 いのか 」を問いも。
○ペア交流をして 考えを確かめ う一回必要なことに， ，
自信をもつ。 気付かせる。
○全体交流をして，計算の答えが ○図と式をつなげて説
ま そのまま答えにならないことが 明するように促す。
と 分かる。
め ○余りの処理が必要な練習問題に 〈ウ－②〉 ○余りの処理の仕方で
る 取り組み，余りの処理を正しく ○余りのある割り算を数学 つまずいている場合
行う。 的な問題解決や日常生活 は，導入の問題と比

に適切に用いることがで べさせ，処理の仕方
きる。 を考えさせる。
〔ノート・発言〕



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

(1)本時重点的に取り上げた評価規準

〈イ－②〉

問題場面によっては，必ずしも計算結果が答えにはならないことに気付き，余りの処理の仕

方を工夫することができる。

(2)評価の実際

〈評価の方法〉

□ノートによる記述や発言

問題場面に戻って，題意から商や余りの意味正しくとらえ，処理の仕方を考えているかをノ

ートの記述内容や発言内容から評価する。

〈判断の事例〉

□「十分満足できる」状況（Ａ）と判断した事例

・余りの意味を理解し，余りがある場合は，商に１をたすことを，式の商や余りとおはじき

（図）をつないで，説明をノートに書き，筋道立てて説明することができる。

□「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断した事例

・おはじき（図）を使って余りの意味を理解し，商に１をたすことが分かり，説明をノート

に書くことができる。

(3)個に応じた指導の実際

□つまずきの例とその要因

○つまずき：商の８や余りの３は正しく求められるが それをどう処理することが必要なの,
か分からず，８回と答えを出す。

○要 因：商や余りの意味を問題の場面に結び付けて考えることができない。

□指導の手だて

・ジェットコースターを何回動かすことが必要か，図で４人ずつ囲んでいかせ，商の８が何

を表しているか，余りの３が何を表しているかを考えさせる。その上で 「全員乗るには，，

あと何回動かせばよいか 」を問う。。

□児童（生徒）の変容

・具体的な場面での余りの処理を形式的な処理だけで解決しようとしていた子どもたちが，

図や具体的な場面と結び付けて正しく説明できるようになってきた。

・８回と答えを出していた子どもたちが 「この図の余りの３は，８回動かしても，まだ３人，

乗っていないということだから，全員乗るためには，あと１回ジェットコースターを動か

。 。」 。さなくてはいけない だから９回が問題の答えです と正しい答えを求めることができた



６ 参考資料

あまりのあるわり算

《知識・理解》
１ つぎの計算の中で，わりきれない式
をえらび，記号でこたえましょう。

ア ２６÷３ イ １６÷８
ウ ４９÷７ エ ７３÷９
オ ３５÷６

わりきれない式

２ 下の□にあてはまる数をかきましょ
う。

① １６÷３＝ ５ あまり １

たしかめ

３× ＋ ＝

② ３０÷４＝ ７ あまり ２

たしかめ

×７＋ ＝

《表現・処理》
３ 計算をしましょう。

① １０÷３

② ８÷５

③ ２６÷４

④ ４５÷８

⑤ ６４÷７

４ 答えが正しければ○，まちがいがあ
れば正しい答えを（ ）の中にかきま
しょう。

① ６５÷９＝７あまり２

（ ）

② ３７÷６＝５あまり７

（ ）

名前（ ）

《数学的な考え方》
５ いちごが２５こあります。

①８人で同じ数ずつ分けると、１人分は
何こで、何こあまるでしょう。

（式）

（答え）

②１人に６こずつ分けると，何人に分け
られて，何こあまるでしょう。

（式）

（答え）

６ ５人すわれるいすがあります。３２
人の子どもがみんなすわるためには，
いすはいくついりますか。

たけしさんとひろこさんは，上の問
， 。題をそれぞれ 下のようにときました

たけしさん

（式） ３２÷５＝６あまり２

（答え）６つ

ひろこさん

（式） ３２÷５＝６あまり２

（答え）７つ

正しいのは、どちらの答えでしょう。
また，そのわけもかきましょう。

（正しい答え） さん

（わけ）



評価問題構成表
「あまりのあるわり算」単元名

年 組 名前（ ）３

番号 観 点

大 中 考 表 知評価問題のねらい

問 問 え ・ ・

方 処 理

１ ・あまりのあるわり算とあまりのないわり算とのちがい

がわかる。

２ ① ・あまりのあるわり算の答えのたしかめ方がわかる。

② 〃

３ ① ・あまりのあるわり算が計算できる。

② ・あまりのあるわり算が計算できる。

③ ・あまりのあるわり算が計算できる。

④ ・あまりのあるわり算が計算できる。

⑤ ・あまりのあるわり算が計算できる。

４ ① ・計算にまちがいがあるか考え，まちがいがあれば，正

しい計算をすることができる。

② ・計算にまちがいがあるか考え，まちがいがあれば，正

しい計算をすることができる。

５ ① ・ ８人に同じ数ずつ分ける」問題のばめんを正しくと「

らえて，式をたてることができる。

・問題のばめんに合うように答えることができる。

② ・ １人に６個ずつ分ける」問題のばめんを正しくとら「

えて，式をたてることができる。

・問題のばめんに合うように答えることができる。

６ ・あまりのあるわり算の問題のばめんに合う答えを見つ

けることができる。

・あまりのあるわり算の問題のばめんで，あまりをどう

考えたらよいかせつめいできる。

観点ごとの合計

６ ７ ３/ / /


